


正しいことが正しく実行する“活性化した職場”

管理を意識させないスマートな職場づくりをしよう

管理監督者（リーダー）は，どのような職場づくりをめざせばよいの

でしょうか。これは長年職場の運営をしているリーダーにとっても，難

しい質問かもしれません。なぜなら，求められる理想の“職場の姿”は

常に変わり続けているからです。また，職場では“合理性”と“合意性”，

“規律”と“自律”，“厳しさ”と“暖かさ”などの相反するものが両立

することも求められているからです。

このテキストでは，求められる“職場づくり”のための重要な考え方

やキーワードを紹介し，管理監督者（リーダー）に求められる理想の“職

場づくり”を手助けすることをめざしています。

第Ⅰ部では，“規律”が自然に守られるばかりでなく，問題解決が主

体的に行われ，そのノウハウがチームに蓄積される，「管理を意識させ

ないスマートな職場づくり」を実現するために，リーダーはメンバーに

どのように働きかければよいかを考えていきます。

第Ⅱ部では，メンバーがみな協働意識を持ち，自律的に行動し，正し

いことが正しく実行される“活性化した職場”をつくるために必要なリ

ーダーの行動を考えていきます。

しかし，“規律”が自然に守られ，問題解決が自律的に実行される“職

場づくり”や“活性化”しているチーム，組織づくりといっても，一朝

一夕には実現できません。大事なことは，リーダーが具体的な“ありた

い姿”を描き，その実現のためにメンバーに時間をかけて“働きかける”

ということです。

管理監督者（リーダー）がまず考え方と行動を変えて，メンバーにじ

っくり“働きかける”ことからはじめていきましょう。このテキストを

参考に，規律のあるスマートな職場，活性化した職場の実現をめざして

ください。
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規律が自然に守られる職場づくり

“doing things right”ではなく“doing the right things”1

職場には“守らなくてはいけない決まりごと”がたくさんあります。

法律や条例をはじめ，就業規則や労働協約で決められたこと，仕事の連

絡，確認，決裁をもらう手順など様々です。また，明文化されていなく

ても守らなくてはいけない，その業界や地域の慣習もあります。

リーダーに求められる役割のひとつは，職場のメンバーに様々な決ま

りごとを守らせることです。しかし，決まりごとを守らせることは，リ

ーダーの役割のひとつにすぎません。それよりも大切なことは，メンバ

ー全員がその決まりごとについて本当に真剣に考え，どのようにすれば

正しく運用できるかを状況に応じて判断できるようにすることなのです。

ルールどおりでよかったのか

テレビでびっくりするようなニュースを見ました。離島の空港でＬＣ

Ｃ（格安航空会社）を利用した，足が不自由な車いすの男性が，階段式

タラップを一段ずつ，腕を使って這い上がって飛行機に乗ったのです。

その空港には車いすで昇降できる設備がなく，航空会社の社員から「歩

けない人は乗れない」「自力で上り下りできるならいい」と言われたた

めにこのようなことが起きたのです。

男性がこの空港に到着した際は，一緒に行った友人たちが車いすごと

持ち上げてタラップを下りました。そのため，飛行機に搭乗する際も，

友人たちが同様に車いすを担ごうとすると，職員に「往路で担いで下り

たのは会社の規定に違反している」と指摘されたため，腕を使って這い

上がったそうです。後日，航空会社はこの男性に謝罪しました。

決まりごと
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●図表１‐１ ルールと規律

ルール 規律

�規則，通則，準則など，主に
明文化されたもの

�社会生活，集団生活における
人の行為の基準となるもの

�さだめ，おきて
�一定の秩序など

なぜ，このようなことが起きたのでしょうか。この男性は往路で飛行

機に乗る前に，「階段式タラップしかないので，歩けないと下りること

ができない」と説明を受けたそうです。説明だけで，対処方法を検討す

ることもなければ，飛行機への搭乗を断ることもなかったようです。そ

のために，男性の友人たちが車いすを担いでタラップを下りたのでしょ

う。しかし，その行為は危険であり，事故が起きたときの責任がとれな

いと職員に判断され，復路では拒否され，階段式タラップを腕を使って

這い上がることになってしまったのです。

ここで問題なのは，航空会社の職員たちが，会社の規定（ルール）を

守ることだけを念頭において行動しているということです。誰もお客様

の立場に立って，このルールを考えるということをしなかったのです。

ルールと規律

ルールと同じような場面で使われる規律とは何でしょうか。“規律あ

る職場”，“規律正しい生活”，“規律のある態度”などと使われます。

この場合の規律は「社会生活，集団生活における人の行為の基準とな

るものや，おきて，一定の秩序，決まり」などを指します。「社会の一

員として守らなければならない決まりや行動の仕方であり，時と場に応

じて自ら行動し，責任のある態度がとれること」でしょう。つまり，規

律の内容は必ずしも明文化されたものではないのです（図表１‐１）。

これに対して，ルールは規則など主に明文化された守るべき決まりご

とを指します。やってよいこと，よくないこと，守るべきことが詳細に

わかりやすく記されているものです。

ルール

規律

第１章 規律が自然に守られる職場づくり
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●図表１‐２ “doing things right”と“doing the right things”

“doing things right”と“doing the right things”

ルールと規律の違いは，“doing things right（物事を正しく行う）”

と“doing the right things（正しいことを行う）”にあてはめて考える

ことで明確になってきます。

“doing things right（物事を正しく行う）”は，ルールなどの決まり

に従って正しく行おうとすることです。会社や組織において，仕事全体

を正しくすすめるように管理すること，つまりマネジメントの範疇なの

です。ここでは，個人の考えや意思決定よりも決まりごと，ルールが優

先されます。

これに対して“doing the right things（正しいことを行う）”は，個

人の考えや意思決定が重要視されます。会社で働く個人が，お客様や関

係者にとって，“正しいことは何か”を考え抜き，“正しいこと”を行お

うとすることです。規律はこちらに該当します（図表１‐２）。

“doing things right”から“doing the right things”へ

“doing things right”と“doing the right things”の違いは，見てい

るところの違いにあります。“doing things right”はあくまで会社や組

織におけるルールを見て，ルールに従おうとします。これに対して

“doing the right things”は，お客様や関係者など社会のほうを見てい

ます。なぜなら会社に求められることは，お客様や関係者と信頼関係を

社会
お客様，取引先，地域社会
家族，社員，その他関係者

�
規律
�

doing the right things
（正しいことを行う）

会社・組織

�
ルール
�

doing things right
（物事を正しく行う）

doing things right

doing the right things

マネジメント
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